
病院・施設はどんなと
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誰に相談していいか
わからない事 など
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こんな不安・心配事はありませんか？
そんな時は医療福祉相談室へご相談ください！

退院後はどうしたらい
いの？

医療費はどれくらい？
生活費が心配・・・

介護保険ってなに？
障害者制度は？ など

医療福祉相談室
受付時間：月曜日～金曜日 8：30～17：00

場所：診療棟1階
夏目・大籏・森上・黒川

退院後の生活について

社会保障制度について

経済的な事について

その他

転院や施設入所について

患者さんが安心して生活できるように専門の職員（ソーシャルワーカー）が皆様
の悩み事や問題を一緒に考え、解決・軽減できるようにお手伝いしております。



JCHO東京蒲田医療センター
〒144-0035 東京都大田区南蒲田2-19-2
TEL ： 03-3738-8221（代表）
FAX ： 03-5744-3280（地域連携室）

放射線の被ばく

レントゲン検査やCT検査、
たくさん受けてるけど体に
影響ないの？

実は私たちの体は日常的に
被ばくしているんです！

空気中から 0.47[ｍSv]

大地から 0.33[ｍSv]

宇宙から 0.3[mSv]

食物から※ 0.99[mSv]

身近なところから放射線を浴びている！

レントゲン検査（胸部） 0.05[mSv]

CT検査（頭部） 2～4[mSv]

胃部バリウム検査 3.5～5[mSv]

そしたら検査の被ばくは
どれくらいなの？

体に異常が出現する可能性のある最低線量は、一年間で

50mSv といわれています。通常の放射線の検査で、
50mSvを上回ることは、ほとんどありません。
また当院では,被ばくを最小限に抑えるように気をつけて
撮影を行っています。

他にもご不明な点ございましたら当院の放射線科まで！

※干し昆布、干ししいたけ、生わかめ、
ほうれん草、魚、牛肉、牛乳など

< 日々の生活で被ばくする線量 >

< 検査で被ばくする線量 >


